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① アカマツ・ツガコンテナ苗の育成
② アカマツデンプン培地による接種源の培養
③ 小規模アカマツ林を利用したマツタケ感染試験
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マツタケの発生適地は限
られていたが、宿主のア
カマツが急激に減少した。

残ったアカマツも高樹齢
林化したことが、マツタ
ケ発生量の減少に繋がっ
たと考えられている。

フラボノイドによるマツタケ菌糸の成⾧促進 遺伝子解析（ cytochrome C の活性化） アカマツ細根成分のLc-MS/MS分析結果

マツタケの流通量（岡山県特用林産物流通統計を参照） マツタケの発生適地の条件 マツタケの発生適地の条件

マツタケの生活環 菌根断面の観察例 マツタケの菌糸（蛍光染色） 従来の取り組み 林地へのマツタケ菌定着の試み

アカマツ細根粉砕物による菌糸培養
アカマツ細根の細胞内に、特有の
デンプン顆粒を発見

アカマツデンプン添加培地による
マツタケ菌糸束の形成

機械導入と省力化を目指し
た小規模アカマツ林の育成

フレコンバッグを利用した
アカマツ林育成の試み

マツタケ菌接種試験に適した
アカマツ林が成育

アカマツコンテナ感染苗木

接種


